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広報 2令和５年８月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

夏の交通事故防止運動

７月 24 日に国道 117 号で

夏の交通事故防止運動の一環として

津南町交通対策協議会が啓発活動を実施しました

夏休みも終盤です

事故に気をつけて安全に過ごしましょう
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いきいき大好き津南町
見て・知って・得をする　かわらばん
農業委員会の窓
だんだんどうも！地域包括支援センターです
映画「人生をしまう時

と

間
き

」上映案内
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
寄附の紹介　年金コーナー　健康体力づくり 100 日運動　議会コーナー
Tap でいこう‼　大地のたからもの〜苗場山麓ジオパーク特産品紹介〜
なじょもん通信
町長の部屋 2

つ

7
な

0
ん

ちゃんねる　防災メール　戸籍　広報編集室　津南町の人口

regulars

features

06 大地の芸術祭 香港ハウス企画展始まりました！

04 【特集】 第44回 津南まつり
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第
44
回
の
津
南
ま
つ
り
。
津
南
ま

つ
り
と
い
っ
た
ら
民
謡
流
し
。
国

道
１
１
７
号
で
行
う
民
謡
流
し
は

今
年
で
最
後
。
今
年
の
民
謡
流
し

は
多
く
の
か
た
が
た
が
参
加
し
、

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
最
高

の
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

❶最後の国道 117 号での民踊流し　❷大人にも負けないぞー！　❸ドラム
缶風呂あったまるぅ～　❹つなっぺも暑い中１日頑張りました　❺お祭りパ
レードには恐竜登場！　❻芦小は迫力のある龍神太鼓を披露　❼上小は全校
生徒でよさこいを披露

特 

集
Topic

第
44
回

 
津
南
ま
つ
り

7/22



特集 第44回 津南まつり
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❽民踊ながしのスタートは上段太鼓　❾火焔太鼓は音楽に合わせて太鼓を披
露してくれました　❿流れるように華麗な日本舞踊　⓫巨大獅子舞いに食べ
られるー！　⓬ラムネ早飲み大会開幕！　⓭かっこよくて迫力のあるダン
スを披露してくれました　⓮祭りといったらかき氷！　⓯じゃんけんチャン
ピオンは誰の手に？！　⓰心友懸走会は見事町内全域を走り切りました　⓱
じゃんけんチャンピオン誕生！　⓲子どもに大人気のお米マン　⓳たくさん
のかたがたが民踊流しに参加してくれました



広報 6令和５年８月号

香
港
ハ
ウ
ス
企
画
展
始
ま
り
ま
し
た
！

▼
企
画
展
「
再
聴
：
山
の
音
」

▼
香
港
ハ
ウ
ス
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

▼作品情報▼

▼「大地の芸術祭」第９回展の名称・開催日程が決定▼

　

香
港
ハ
ウ
ス
で
は
、
７
月
29
日
㈯
に
企
画
展
「
再
聴
：
山
の
音
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
の
香
港
の
ア
ー
ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

（
A
P
O
）
所
長
レ
ズ
リ
ー
・
ラ
ウ
氏
を
は
じ
め
、
大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
北
川

フ
ラ
ム
氏
、香
港
経
済
貿
易
代
表
部
（
E
T
O
）
代
表
ウ
ィ
ン
サ
ム
・

ア
ウ
氏
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
「
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
・
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
ル
イ
ス
・
シ
ウ
氏
、桑
原
町
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
30
日
㈰
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
元
住
民

と
交
流
を
し
ま
し
た
。
現
地
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、

２
０
１
９
年
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
初
期
の
頃

に
香
港
大
学
を
中
心
と
し
た
学
生
が

長
期
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

以
来
、
香
港
と
の
関
係
が
深
く
な
り

ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、
芸
術
を
通
じ

て
香
港
と
日
本
の
交
流
拠
点
と
し
て
、

香
港
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
学
生
が
滞

在
し
な
が
ら
制
作
・
発
表
を
行
う
香

港
ハ
ウ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
企
画
展
で
は
香

港
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
イ
ン
タ
ー
ン

学
生
と
地
元
住
民
が
協
働
し
て
作
品

制
作
を
行
っ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
し
て
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　豪雪地でよく見られるかまぼこ型ガレージ。その中には、地域
で集めた約 12,000 本の鉛筆による《森》がつくられている。中
をのぞくと、窓から見える本物の森と重なり合う。
　この作品は、2000 年の第 1 回大地の芸術祭で公開された歴史
ある作品です。制作されてから 23 年が経ち、なんと今年リニュー
アルしました。きれいになった《森》をぜひ見に来てください。

Photo：Nakamura Osamu ほか

作品№：M003
作品名：森
作家名：本間純
製作年：2000 年
所　在：マウンテンパーク津南

　第９回展となる、2024 年の「大地の芸術祭」について、７月 21 日に開催した大地の芸術祭実行委員会（本部会議）

で協議した結果、以下のとおり決定しました。

１、実行委員会（本部会議）で決定した事項
　⑴名称：「大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ 2024」
　⑵開催日程：令和６年７月 13 日㈯～ 11 月 10 日㈰（全 87 日）

　　※全期間を通じて、火・水曜日は休みとします。（一部作品施設は通常営業）

　⑶キックオフイベント 田中泯パフォーマンス
　　日程：令和６年２月 23 日（金祝）、24 日㈯　　場所：ナカゴグリーンパーク
　　※雪見御膳と合わせたツアーも販売予定
　　※時間、料金、交通などその他詳細については、決まり次第お知らせ予定

香
港
ハ
ウ
ス
の
作
品
。
音
を
ベ
ー
ス
に
し
た
作
品

「
再
聴
：
山
の
音
」
は
、
ど
ん
な
音
を
出
す
の
で
し
ょ

う
か
？
ぜ
ひ
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム「
２
０
２
３
年
の
越
後
妻
有
」開
催
中
！



いきいき
大好き
津南町

7 広報 令和５年８月号

参加者の声参加者の声

こんなこと
感じていませんか？

夏
こ
そ
、水
中
運
動
教
室
・
健
骨
体
操
教
室
で

　

一
緒
に
健
康
づ
く
り
は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　津南町では、高齢者一人ひとりが自立し、
生涯自分のやりたいことを楽しめる体づく
りを目標に、平成 13 年度よりクアハウス津
南で水中運動教室・各公民館で健骨体操を
実施しています。

　体を動かさないでいると、筋肉や骨が衰
えてしまい、寝たきりになる危険が高まり
ます。夏の暑さで普段よりも活動量が落ち
ていませんか？
　いくつになっても元気に過ごせるよう関
心のあるかたは適度に体を動かす機会とし
て水中運動、健骨体操教室に参加してみま
せんか？　水の中での運動は、水の浮力によって足

腰に痛みのあるかたにも効果のある教室で
す。また手足を動かし、脳を活性化させる
事で、認知症予防にもつながります。

水中運動がとても楽し
く、帰りは体が軽くなっ
ていい気分になります。

体操をすると体が軽く
なって気持ちがいい。

体操とおしゃべ
りで健骨体操教
室に行くことが
楽しみの一つに
なっている。スタッフの皆さんのサ

ポートで安心して体操
が行えています。

■対象者
・津南町に住む 60 歳以上（年度末年齢）のかた
・着替えや移動など身の回りのことが自分でできる 

かた
■実施内容

・場所：クアハウス津南
・内容：週 1 回の水中運動と健骨体操
・時間：月・火・木・金曜日 の午前

男性教室は金曜日の午後
・参加費用： 25,000 円／年（税込）

※保険料別途徴収
※参加開始月により、料金設定あり

・送迎：対応可能です。( 冬期間は一部地域休止あり）
男性教室の送迎はありません。

■お問い合わせ
クアハウス津南　℡ 765-3711
福祉保健課　健康班　℡ 765-3114 感染対策感染対策 水中運動教室、健骨体操ともに感染対策を行っています。

（送迎バスや教室に定員を設ける。消毒や換気を行うなど）

■対象者
・町内に住むかたならどなたでも参加可
・会場まで自力で来られるかた

■実施内容
・場所：町内各地区公民館（28 会場）
・内容：週１回または週 2 回の健骨体操
・実施時間：1 教室　60 分程度
・参加費用：1 回 300 円・チケット制

■お問い合わせ
NPO 法人 Tap（タップ）　℡ 765-5776

最近体力が落ちたかな

興味はあるが、きっかけがつかめない

足腰の痛みが気になる

忘れやすくなってきた

参加者の声参加者の声

水中運動教室 健骨体操教室

今月は
瀧澤 章子

保健師



広報 8令和５年８月号

く
ら
し

津
南
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
開
催

津
南
町
・
津
南
病
院
・
津
南
地
域
衛
生

施
設
組
合
か
ら
消
費
税
の
課
税
事
業

者
の
か
た
向
け
の
お
知
ら
せ

津
南
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

令
和
５
年
11
月
９
日
に
任
期
満
了
と
な
る

津
南
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
選
挙
期
日

が
、
次
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
投
票
日　

令
和
５
年
10
月
22
日
㈰

■
告
示
日　

令
和
５
年
10
月
17
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
４

　

９
月
６
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

９
月
６
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

津
南
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
立
候
補
さ

れ
よ
う
と
す
る
か
た
に
対
し
て
、
立
候
補
に

つ
い
て
の
届
出
事
項
・
選
挙
運
動
・
そ
の
他

留
意
事
項
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

令
和
５
年
９
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時

■
場
所　

津
南
町
役
場
３
階　

大
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
消
費
税
の
課

税
事
業
者
（
簡
易
課
税
制
度
を
の
ぞ
く
）
が
仕

入
税
額
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
イ
ン
ボ

イ
ス
請
求
書
（
適
格
請
求
書
）
の
保
存
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
津
南
町
一
般
会

計
、
特
別
会
計
な
ら
び
に
関
係
機
関
等
に
つ

き
ま
し
て
も
左
記
の
と
お
り
イ
ン
ボ
イ
ス
事

業
者
の
登
録
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

津
南
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
４

登録事業者名 会計名 登録番号

津南町 一般会計 T3000020154822

津南町簡易水道 簡易水道事業特別会計 T6800020003788

津南町特定環境保全
公共下水道事業 下水道事業特別会計 T5800020003789

津南町農業集落
排水事業

農業集落排水事業
特別会計 T3800020003790

町立津南病院 津南町病院事業会計 T2800020005020

津南地域衛生施設組合 津南地域衛生施設
組合会計 T7000020158381

　

こ
れ
ら
の
会
計
ま
た
は
事
業
か
ら
令
和
５

年
10
月
１
日
以
降
に
請
求
を
受
け
る
消
費
税

の
課
税
事
業
者
の
か
た
で
イ
ン
ボ
イ
ス
請
求

書
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
か
た
か

ら
上
記
事
業
あ
て
に
請
求
書
を
い
た
だ
く
際

に
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
請
求
書
の
交
付
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

国
税
庁　

イ
ン
ボ
イ
ス
特
設
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.n

ta.g
o

.jp
/taxes/

sh
iraberu/zeim

okubetsu/sh
oh

i/
keigenzeiritsu/invoice.htm

イ
ン
ボ
イ
ス
請
求
書
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ

・
津
南
町
総
務
課　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

・
津
南
町
会
計
班

　
（
納
入
通
知
書
、
町
請
求
書
に
つ
い
て
）　

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
２

・
津
南
町
建
設
課
（
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

・
町
立
津
南
病
院

　
（
津
南
病
院
請
求
書
・
納
入
通
知
書
に
つ
い
て
）

　

℡
７
６
５
‐
３
１
６
１

・
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
（
ご
み
の
処
理
、
し
尿
受
入
れ
料
金
に
つ
い
て
）

　

℡
７
６
５
‐
３
４
９
５

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る



9 広報 令和５年８月号

相
　
談

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
８
月
23
日
㈬
か
ら
８
月

29
日
㈫
ま
で
を
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」
強

化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権

擁
護
委
員
が
こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電
話

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も
相

談
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
相
談
時
間

・
８
月
23
日
㈬
か
ら
８
月
25
日
㈮

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

・
８
月
26
日
㈯
か
ら
８
月
27
日
㈰

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

・
８
月
28
日
㈪
か
ら
８
月
29
日
㈫

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

※
通
常
は
、
平
日

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

生
ご
み
処
理
機
・
堆
肥
化
容
器

（
コ
ン
ポ
ス
ト
等
）購
入
費
の
補
助

全
国
一
斉 

子
ど
も
の
た
め
の

養
育
費
相
談
会

令
和
５
年
度 

新
潟
県
交
通
安
全
知
事

表
彰
及
び
新
潟
県
交
通
安
全
対
策

連
絡
協
議
会
長
表
彰
の
受
賞
者
つ
い
て

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週
間

　

令
和
５
年
７
月
31
日
に
新
潟
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
「
県
民
交
通
安
全
フ
ェ
ア
」
に
て

長
年
の
地
域
交
通
事
故
防
止
活
動
の
功
績
か

ら
次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
新
潟
県
交
通
安
全
知
事
表
彰

　

滝
澤　

文
雄　

様

　

瀧
澤　

邦
夫　

様

■
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
長
表
彰

　

松
縄　

雪
乃　

様

　

津
南
町
で
は
、
家
庭
・
事
業
所
の
厨
房
等

か
ら
発
生
す
る
生
ご
み
の
減
量
化
（
堆
肥
化

等
）
を
促
進
し
、
環
境
へ
の
負
担
の
軽
減
と

資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、「
生
ご
み

処
理
機
・
堆
肥
化
容
器
」
の
購
入
費
補
助
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
事
業

・
生
ご
み
処
理
機
（
生
ご
み
を
電
気
等
に
よ

り
、
消
滅
、
堆
肥
、
乾
燥
等
に
よ
っ
て
減
量
化

す
る
処
理
機
等
）
の
購
入

・
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
堆
肥
化
促
進

箱
等
）
の
購
入

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
個
人
及
び
事
業
所

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
は
全
国
青
年
司
法
書

士
協
議
会
と
共
催
で
、
養
育
費
に
関
す
る
電

話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
養
育
費
で
お
悩

み
の
か
た
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
相
談
例

・
養
育
費
の
支
払
い
が
な
い

・
コ
ロ
ナ
禍
で
支
払
い
が
困
難
に
な
っ
た

・
未
払
い
養
育
費
回
収
の
た
め
の
財
産
開
示

手
続
き
に
つ
い
て
聞
き
た
い

■
相
談
日
時

　

９
月
２
日
㈯　

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

■
相
談
方
法　

電
話
相
談

■
相
談
料　

無
料

■
電
話
番
号

　

℡
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

　
（
全
国
統
一
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
司
法
書
士
会

　

℡
０
２
５
‐
２
４
４
‐
５
１
２
１

■
補
助
率

・
生
ご
み
処
理
機

（
家
庭
用
）
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た

だ
し
、
１
日
ま
た
は
１
回
の
処
理
能
力
が
２

㎏
未
満
の
も
の
は
３
万
円
、
２
㎏
以
上
の
も

の
は
５
万
円
を
限
度
と
す
る
。

（
業
務
用
）
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た

だ
し
、
１
日
ま
た
は
１
回
の
処
理
能
力
が
３

㎏
以
上
の
も
の
で
10
万
円
を
限
度
と
す
る
。

・
堆
肥
化
容
器

（
本
体
購
入
費
１
万
円
未
満
）

　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

３
千
円
を
限
度
と
す
る
。

（
本
体
購
入
費
１
万
円
以
上
）

　

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内
。
た
だ
し
、

１
万
５
千
円
を
限
度
と
す
る
。

■
申
請
方
法

①
役
場
（
税
務
町
民
課
）
に
電
話
等
で
連
絡
を

と
り
、
補
助
金
の
申
請
が
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
販
売
店
と
購
入
の
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
申
請
の
際
に
仕
様
が
わ
か
る
書
類
等
（
カ

タ
ロ
グ
等
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３
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ス
ポ
ー
ツ

サ
ッ
カ
ー
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の

試
合
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
乗
捨
て

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

㈱
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
津
南
町
の
皆
様
を
９
月
か
ら
11
月
開
催
ま

で
の
試
合
の
う
ち
１
試
合
を
半
額
優
待
い
た

し
ま
す
。
ぜ
ひ
観
戦
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
対
象
試
合

　

９
月
23
日
㈯　

横
浜
Ｆ
Ｃ
戦

　

10
月
21
日
㈯　

サ
ガ
ン
鳥
栖
戦

　

11
月
11
日
㈯　

Ｆ
Ｃ
東
京
戦

※
３
試
合
か
ら
１
試
合
を
ご
選
択
く
だ
さ
い
。

■
会
場

　

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

■
席
種
・
価
格

　

各
席
種
よ
り
選
択
可
能（
一
部
席
種
は
対
象
外
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
申
込

サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
ご
入

力
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

　

試
合
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
申
込

サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
RL

：https://w
w

w
.

bit.ly/3D
x4bw

v

　

広
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
研
究
会
（
新

潟
県
十
日
町
市
、
津
南
町
、
長
野
県
栄
村
）
で
は
、

日
本
一
の
大
河
が
名
前
を
変
え
る
こ
の
「
ち

く
し
な
地
域
」
で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
利

便
性
向
上
を
目
指
し
、
乗
捨
て
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た
。

■
実
施
期
間

　

令
和
５
年
７
月
15
日
か
ら
11
月

　
（
降
雪
時
を
除
く
）

■
利
用
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

■
乗
捨
て
料
金

　

１
台
１
，
０
０
０
円

　
（
別
途
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
利
用
料
が
必
要
）

■
貸
出
・
返
却
場
所

　

十
日
町
市
総
合
観
光
案
内
所

　

津
南
町
観
光
協
会

　

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会

■
自
転
車
の
種
類

　

Ｅ
‐
バ
イ
ク

　
（
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
電
動
自
転
車
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
観
光
協
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
５

■
お
問
い
合
わ
せ

　

株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟 　
　

　

℡
０
２
５
‐
２
５
７
‐
０
１
５
０

　

津
南
町
で
は
、
誇
る
べ
き
農
林
産
物

や
観
光
資
源
を
多
く
保
有
す
る
一
方

で
、
統
一
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
不

十
分
で
す
。
短
期
的
か
つ
中
長
期
的
に

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
に
お
い
て
「
つ

な
ん
フ
ァ
ン
」
を
創
出
、
関
係
人
口
の

増
加
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
、

他
地
域
と
の
差
別
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド

価
値
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
コ
ン
セ

プ
ト
※
１
を
『
ゆ
き 

み
ず 

だ
い
ち 

つ

な
ん
ま
ち
※
２
』
に
決
定
し
、
今
後
は

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
ロ
ゴ
を
町
全
体

（
民
間
事
業
者
を
含
む
）
で
活
用
し
、
農

林
業
・
観
光
・
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
事

業
で
統
一
感
の
あ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
町
内
外
さ

ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
お
い
て
「
つ
な

ん
ブ
ラ
ン
ド
」
の
定
着
と
ブ
ラ
ン
ド
価

値
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
１　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
全
体
の
基
本
的
な
考
え
方

※
２　

令
和
５
年
３
月
20
日
号
に
特
集
掲
載

※
カ
ラ
ー
の
ロ
ゴ
は
津
南
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

■
ロ
ゴ

申込サイト QR コード

津
南
町

津
南
町

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
ロ
ゴ
決
定

　
　
　
ロ
ゴ
決
定

パターン①パターン②



11 広報 令和５年８月号

農
業
委
員
会
の

窓

新
し
い
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
い
、津
南
町
農
業
委
員
会
委
員
18
名
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
６
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
関
係
の
相
談
は
、担
当
の
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

桑原　幸枝
（貝坂）

貝坂・朴ノ木坂・越渡

本山　和美
（反里）

上野・上田小池
田中・反里・小下里

清水　茂實
（陣場下）

陣場下・正面・上段
大船団地

中村　敬二
（宮野原）

宮野原・朴木沢・小池・下加用
上加用・百ノ木・出浦・日出山

渡邊　　修
（見玉）

太田新田・見玉・穴藤・逆巻・結東
前倉・見倉清水川原・大赤沢

桑原　京子
（十二ノ木）

卯之木・十二ノ木
下船渡本村

板場　勇司
（美雪町）
辰ノ口・鹿渡

鹿渡新田・駒返り

涌井　益夫
（穴山）

羽倉・越手・寺石
穴山・足滝

会　

長

会　

長

職
務
代
理

職
務
代
理

藤木　　巖
（岡）
岡・谷内

谷内ファームハイツ

滝沢　芳則
（赤沢）

赤沢・芦ヶ崎
谷内ファームハイツ

大平　勝則
（割野）

大割野・割野・美雪町

中山　國廣
（外丸）

樽田・押付・小島
巻下・外丸

河田　千春
（亀岡）

大井平・亀岡・今井
灰雨・子種・上郷逆巻

樋口　則郎
（船山）

中深見・船山・船山新田

藤ノ木　稔
（堂平）

堂平・所平・大場
美穂・小松原

半戸　敬行
（相吉）

中子・城原・相吉
大谷内・新規就農者

藤木　正光
（米原）

米原・津原・豊郷・源内山

藤ノ木　孝
（秋成）

秋成・反里口・石坂

藤ノ木　良一
（太田新田）

秋成地域

若井　加津美
（穴山）
上郷地域

飯吉　友恵
（宮野原）
芦ヶ崎地域

小野塚　正直
（辰ノ口）

外丸地域

志賀　義明
（船山）

中深見地域（米原含む）

風巻　一文
（大割野）
下船渡地域

農地利用最適化推進委員
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介介護護にまつわるにまつわる悩悩みみ
一緒に一緒に解決解決しませんか？しませんか？

　あなたと家族のこれからのために、介護について学べる機会です。在宅で介護して
いるかたやこれからの介護に不安のあるかたなど、どなたでも参加いただけます。参
加は無料で、事前に申し込みが必要です。興味のある回だけの参加も大歓迎です。

　高齢者が住み慣れた地域で生活していくためには、地域での見守りや支えな
どの活動が必要とされています。地域での見守りや支え、ちょっとしたお手伝
いのための知識や活動をするための講座です。

　詳細については広報無線でもお知らせする予定です。参加を希望する場合やお問い
合わせは、地域包括支援センター（℡ 765-5455）までご連絡ください。

　詳細は、広報つなん 10 月 5 日号でお知らせを予定しています。

●つなん在宅介護教室

●生活支援サポーター養成講座

日　時 会　場 テーマ 講　師

9月28日㈭
午前10時～11時30分

津南町役場
大会議室

介護保険制度、
認知症予防

地域包括
支援センター

10月26日㈭
午前10時～11時30分

津南町役場
大会議室

食事について
恵福園なかつ

管理栄養士  小島 様

11月（調整中）
津南町役場

大会議室
排泄の介助に

ついて
調整中

日　時 会　場

11月（調整中） 津南町役場  大会議室

　９月は認知症への理解、本人や家族への支
援の充実を図るため、普及啓発などの活動が
行われます。
　町では、アルツハイマー月間にあわせて、
町図書館とタイアップし
て、認知症にまつわる本の
紹介を行います。ぜひお立
ち寄りください！

９月はアルツハイマー月間

　周りの高齢者が “ いつもと違う ” と感じたと
きは、地域包括支援セン
ターまたは民生委員など
にご相談ください。

毎年９月と２月は
「新潟県高齢者見守り強化月間」

あいさつ・気くばり・助け合い
できることから　広げよう　支え合い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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南雲留里子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

津
南
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

芦
ヶ
崎
地
区
に
暮
ら
し
な
が
ら
3
年
間

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
終
え
た
南
雲
留

里
子
で
す
。

　

2
0
2
0
年
、津
南
町
に
や
っ
て
き
た
当

初
は
世
界
的
に
猛
威
を
振
っ
て
い
た
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
停

止
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
な
い

か
、ほ
ん
の
僅
か
で
も
地
域
を
元
気
に
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
…
考
え
た
中
で
活
動
し

た
、集
落
を
分
け
て
の
お
餅
つ
き
大
会
と
長

坂
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド（
ひ
ま
わ
り
植
樹
）、こ
の

ふ
た
つ
は
3
年
間
継
続
で
き
た
活
動
で
地

域
と
協
力
隊
を
結
び
付
け
る
も
の
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

お
餅
つ
き
大
会
で
は
、各
集
落
の
子
ど
も

達
が
楽
し
そ
う
に
杵
を
持
ち
あ
げ
た
り
つ

き
た
て
の
お
餅
を
頬
張
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。一
番
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、ど
の
集

落
も
大
人
達
が
何
よ
り
楽
し
そ
う
で
キ
ラ

キ
ラ
と
し
た
笑
顔
、笑
い
声
に
子
ど
も
達
も

巻
き
込
ま
れ
自
然
と
掛
け
声
が
生
ま
れ
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
坂
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
で
は
、月
日
を
重

ね
る
ご
と
に
気
に
掛
け
て
応
援
し
て
く
だ

さ
る
か
た
が
あ
り
そ
れ
だ
け
で
も
嬉
し
い

こ
と
で
す
が
、遂
に
は
刈
り
取
っ
た
枯
れ
枝

を
処
理
し
て
く
だ
さ
る
か
た
、肥
料
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
る
か
た
、水
や
り
、草
取
り

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
か
た
ま
で
現
れ
、人

と
人
と
の
繋
が
り
が
感
じ
ら
れ
た
活
動
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

柱
状
節
理
の
上
に
あ
る
芦
ヶ
崎
地
区
は
、

歴
史
・
自
然
・
農
業
・
産
業
・
観
光
・
温
泉
・
人

の
温
か
さ
な
ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域
で

す
。飲
食
店
も
増
え
個
の
力
を
持
っ
た
か
た

が
た
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ

ん
な
芦
ヶ
崎
地
区
で
過
ご
し
た
3
年
間
の

活
動
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。3
年
間
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
業
の

知
識

豆

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

検
証
・
見
直
し
に
つ
い
て

　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
降
、「
基

本
法
」）
は
、
我
が
国
農
政
の
方
向
性
を
示
す

も
の
と
し
て
1
9
9
9
年
に
制
定
さ
れ
、

農
業
・
農
村
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
し
て「
食

料
の
安
定
供
給
」
と
「
多
面
的
機
能
の
発
揮
」

が
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
つ
つ
、
そ
の
役
割

を
果
た
す
た
め
に「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」

と
「
農
村
の
振
興
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
基
本
法
制
定
か
ら
約
20
年
が
経

過
し
、
次
の
よ
う
な
情
勢
の
変
化
や
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

 

国
際
的
な
食
料
需
要
の
増
加
と

　
　
　
　
　
　
　

生
産
・
供
給
の
不
安
定
化

　

 

我
が
国
の
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
内
市
場
の
縮
小

　

 

農
業
者
の
減
少
と
生
産
性
を
高
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

技
術
革
新　

な
ど

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
国
で
は
、

今
後
20
年
の
変
化
を
見
据
え
、
現
行
基
本
法

の
基
本
理
念
や
主
要
施
策
等
の
見
直
し
を

行
っ
て
お
り
、
本
年
５
月
に
有
識
者
に
よ
る

審
議
会
の
検
証
部
会
が
中
間
と
り
ま
と
め
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、７
～
８
月
に
か
け
全
国
11
カ
所
で
、

検
証
や
見
直
し
に
関
す
る
地
方
意
見
交
換
会

が
開
催
さ
れ
、
７
月
24
日
の
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
当
町
長
も
出
席

し
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
有
識
者
に
よ
る
審
議
会
が
最
終
答

申
を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
国
で
は
、

令
和
６
年
の
通
常
国
会
へ
の
基
本
法
改
正
案

提
出
に
向
け
、
改
正
作
業
を
加
速
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/basiclaw
/

index.htm
l

【
中
間
と
り
ま
と
め
に
お
け
る

　

 

「
基
本
理
念
の
見
直
し
の
方
向
」】

１
、
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全
保
障
の

確
立

①
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
総
合
的

な
取
組

②
全
て
の
国
民
が
健
康
的
な
食
生
活
を

送
る
た
め
の
食
品
ア
ク
セ
ス
の
改
善

③
海
外
市
場
も
視
野
に
入
れ
た
産
業
へ

の
転
換

④
適
正
な
価
格
形
成
に
向
け
た
仕
組
み

の
構
築

２
、
環
境
等
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農

業
・
食
品
産
業
へ
の
転
換

３
、
食
料
の
安
定
供
給
を
担
う
生
産
性
の

高
い
農
業
経
営
の
育
成
・
確
保

４
、
農
村
へ
の
移
住
・
関
係
人
口
の
増
加
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
農
業

イ
ン
フ
ラ
の
機
能
確
保
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『Let’s Doアンミカ！』 ……………………………… 講談社
●『夫は、妻は、わかってない。』
 ………………………………………………………… 日本ビジネスプレス
●『エレガントな毒の吐き方』 ………………………日経BP
●『堤

つつみ

 未
み

果
か

のショック・ドクトリン』 ……… 幻冬舎
●『ハンチバック』 ………………………………………… 市

いち

川
かわ

　沙
さ

央
おう

●『極
ごく

楽
らく

征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

』 …………………………………… 垣
かき

根
ね

　涼
りょう

介
すけ

●『木
こ

挽
びき

町
ちょう

のあだ討ち』 ………………………永
なが

井
い

　紗
さ

耶
や

子
こ

●『サムシングオレンジ』 ……………………… 藤
ふじ

田
た

　雅
まさ

史
し

【子どもの本】 
●『ガリレオvs．メタルの魔術師』 ……… 文藝春秋
●『美しい実験図鑑』 …………………………………… 新星出版社
●『ナナのバッグのメタモルフォーゼ』
 ……………………………………………………………………………………… 岩崎書店
●『いただきます！からはじめるおさかな学』
 ………………………………………………………………………………… リトルモア
●『わるテリアとずるドッグ』
 ……………………………………………………………… あきやま　ただし
●『宿場町の一日』 …………………………… いわた　慎

しん

二
じ

郎
ろう

●『ギガントサウルスさがしっこえほん』 ………CGS
●『プリンちゃんのなつやすみ』
 ……………………………………………………………… なかがわ　ちひろ

　

ま
だ
ま
た
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。そ
ん
な
時
に
は
ぜ
ひ
公
民
館
図
書

室
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。ク
ー

ラ
ー
が
効
い
て
い
て
涼
し
く
て
快
適

で
す
よ
。宿
題
に
、読
書
に
、調
べ
も
の

に
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

世
は
夏
休
み
終
盤
で
す
。皆
様
の
夏

は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
今

各
地
で
祭
り
や
花
火
な
ど
イ
ベ
ン
ト

が
再
開
さ
れ
、だ
ん
だ
ん
と
元
ど
お
り

に
な
っ
て
、夏
ら
し
い
夏
と
な
り
ま
し

た
。公
民
館
で
は
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン

プ
も
実
施
で
き
、子
ど
も
た
ち
と
楽
し

く
津
南
の
夏
を
満
喫
し
ま
し
た
。

・・・【
再
掲
】図
書
室

　
　
　
　
　

臨
時
休
業
に
つ
い
て
・・・

　

８
月
29
日
㈫
か
ら
９
月
１
日
㈮
ま
で
、

蔵
書
点
検
実
施
の
た
め
図
書
室
を
臨
時

休
業
と
し
ま
す
。８
月
28
日
㈪
の
公
民

館
休
館
日
と
合
わ
せ
た
５
日
間
、図
書

室
の
利
用
・
貸
出
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
図
書
室
以
外
の
公
民
館
の
部
屋
は
通

常
通
り
使
用
可
能
で
す（
８
月
28
日
の

休
館
日
を
除
く
）。

※
休
業
期
間
中
に
図
書
の
返
却
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
２
階
事
務
所
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
本
来
の
貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
が
、

返
却
期
限
日
が
休
業
日
と
重
な
る
場

合
、期
限
日
を
休
業
明
け
の
９
月
２

日
㈯
に
延
長
し
て
貸
し
出
し
し
ま
す
。

※「
相そ

う

互ご

貸た
い

借し
ゃ
く

サ
ー
ビ
ス
」で
貸
出
を
し

た
図
書
に
つ
い
て
は
、期
限
日
の
延

長
は
行
え
ま
せ
ん
の
で
、期
限
内
に

必
ず
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

・・・
今
月
の
新
刊
に
つ
い
て
・・・

　

今
月
の
新
刊
で
紹
介
し
て
い
る『
極

楽
征
夷
大
将
軍
』と『
木
挽
町
の
あ
だ
討

ち
』は
今
年
の
直
木
賞
の
受
賞
作
品
で

す
。ま
た
、『
ハ
ン
チ
ハ
ッ
ク
』は
今
年
の

芥
川
賞
受
賞
作
品
で
す
。そ
し
て『
サ
ム

シ
ン
グ
オ
レ
ン
ジ
』は
サ
ッ
カ
ー
ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
を
題
材
に
し
た
本
で
す
。人

気
の
作
品
で
す
の
で
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・・・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・・・

　

来
月
の
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
掲
載

す
る
本
を
紹
介
し
ま
す
。９
月
と
い
う

こ
と
で
防
災
の
日
、敬
老
の
日
に
関
連

す
る
本
、秋
に
関

す
る
絵
本
、
小

説
を
並
べ
ま
す
。

　

棚
が
７
、８
月

の
青
色
一
色
か

ら
一
変
し
て
秋

ら
し
く
黄
色
に

変
わ
り
ま
し
た
ね
。こ
の
他
に
も
用
意

す
る
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
休
館
日

　

８
月
28
日
㈪
～
９
月
１
日
㈮
、

　

９
月
25
日
㈪

彼女はひとり闇の中

　ある日の朝、横浜・日
ひ

吉
よし

に住んでいる千
ち

弦
ずる

は
昨夜近くの小道で女性が刺殺されていたことを
知った。しかもそれは昨夜悩み事相談に乗った
幼馴染の玲

れい

奈
な

だった。事件は悩みと関係があっ
たのか真実を探るために決意するも、その先に
待っていた壮絶な悲劇の結末とは・・・？

天
あま

祢
ね

　涼
りょう

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

８月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

虫む
し

狙ね
ら

い
戸と

に
へ
ば
り
つ
く
雨あ

ま

蛙が
え
る

夫つ
ま

は
明あ

か
り
を
消け

さ
な
い
で
お
く 

風
巻
淳
子

友と
も

の
ラ
イ
ン
「
寛か

ん

解か
い

」
が
届と

ど

き
そ
の
日ひ

の
夜よ

ウ
ク
レ
レ
手て

に
し
て
三さ

ん

曲き
ょ
く

歌う
た

う 

江
村
美
智
代

蕎そ

麦ば

畑ば
た
け

朝あ
さ

日ひ

を
受う

け
て
き
ら
め
き
ぬ

日ひ

上の
ぼ

り
ゆ
け
ば
消き

え
て
ゆ
く
露つ

ゆ 

小
島
香
代
子

コ
ロ
ナ
禍か

で
三さ

ん

年ね
ん

ぶ
り
に
顔か

お

合あ

わ
す

旧き
ゅ
う

友ゆ
う

二ふ
た

人り

の
婚こ

ん

姻い
ん

祝い
わ

う 
江
村
大
輔

母は
は

の
日ひ

に
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
送お

く

っ
た
食た

べ
て
」
と
の

吾あ

子こ

か
ら
の
ラ
イ
ン
夫つ

ま

に
見み

せ
や
る 

津
端
恵
子

怪け

我が

の
こ
と
病や

ま
い

の
こ
と
も
そ
の
ま
ま
に

勉べ
ん

強き
ょ
う

会か
い

は
和な

ご

や
か
に
す
す
む
（「
雪
影
」
勉
強
会
）

 

貝
澤
圭
子

最さ
い

後ご

だ
と
言い

い
て
求も

と

め
し
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

わ
れ
よ
り
先さ

き

に
寿じ

ゅ

命み
ょ
う

尽つ

き
た
り 

関
谷
郁
子

揉も

み
込こ

み
し
紫し

蘇そ

鮮あ
ざ

や
か
な
色い

ろ

を
成な

す

初し
ょ

夏か

の
一ひ

と

日ひ

に
梅う

め

干ぼ
し

漬つ

け
込こ

む 

恩
田
久
美
子

プ
ー
ル
で
の
父ち

ち

の
居い

場ば

所し
ょ

は
空あ

い
た
ま
ま

「
永え

い

久き
ゅ
う

欠け
つ

番ば
ん

に
」
と
皆み

な

に
言い

わ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
の
高
齢
者
水
中
運
動
） 

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
）

父ち
ち

の
日ひ

や
眼め

鏡が
ね

い
く
つ
も
古ふ

る

机づ
く
え

よ
く
な
び
き
よ
く
根ね

を
は
っ
て
青あ

を

田た

か
な

 

壽　

子

両り
ゃ
う

腕う
で

の
点て

ん

滴て
き

冷れ
い

房ぼ
う

効き

か
ざ
り
き

喋し
ゃ
べ

ら
ざ
る
視み

ざ
る
読よ

ま
ざ
る
尚な

ほ

暑あ
つ

し

 

千
年
雄

卯う

の
花は

な

腐く
た

し
眼が

ん

科く
わ

外ぐ
わ
い

来ら
い

混こ

み
ゐ
た
り

叢く
さ
む
ら

に
百ひ

ゃ
く

の
蛙か

え
る

を
驚お

ど
ろ

か
す

 

緑　

長な
が

雨あ
め

に
四よ

葩ひ
ら

の
色い

ろ

は
定さ

だ

ま
り
て

蟇ひ
き

蛙が
え
る

土つ
ち

の
世せ

界か
い

を
語か

た

り
け
り

 

守　

人

草く
さ

い
き
れ
豚と

ん

舎し
ゃ

の
跡あ

と

の
畜ち

く

魂こ
ん

碑ひ

路ろ

地ぢ

口ぐ
ち

を
神み

輿こ
し

の
燦さ

ん

と
過よ

ぎ
り
け
り

 

房　

良

万ば
ん

緑り
ょ
く

の
中な

か

を
一ひ

と

人り

の
下げ

校か
う

の
子こ

畑は
た

帰が
へ

り
素す

足あ
し

に
水み

づ

の
気き

持も
ち

良よ

さ

 

渡　

舟

赤あ
か

き
顔か

お

長な
が

き
嘴く

ち
ば
し

ハ
ン
サ
ム
と
は

言い

へえ

ね
ど
朱と

鷺き

を
好こ

の

み
し
吾わ

れ

は 

小
野
寺
恒
代

線せ
ん

香こ
う

の
煙け

む
り

は
白し

ろ

く
一ひ

と

筋す
じ

の

線せ
ん

を
描え

が

き
て
上の

ぼ

り
ゆ
く
な
り 

高
橋
春
枝

　
セ
キ
レ
イ
の
番つ

が
い

水み
ず

苔ご
け

啄つ
い
ば

め
り

姿す
が
た

愛あ
い

ら
し
窓ま

ど

越ご

し
に
見み

る 

麻
績
初
恵

大お
お

き
夕ゆ

う

顔が
お

手て

押お

し
車ぐ

る
ま

に
載の

せ
て
来く

る

元げ
ん

気き

は
つ
ら
つ
九き

ゅ
う

十じ
ゅ
う

六ろ
く

歳さ
い 

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

短う

歌た

づ
く
り
に
先ま

づ
生い

か
さ
む
と
求も

と

め
た
る

「
早は

や

引び

き
国こ

く

語ご

辞じ

典て
ん

」
を
開ひ

ら

く 

中
村
武
子

干か
ん

天て
ん

の
慈じ

雨う

と
雷ら

い

雨う

に
よ
ろ
こ
べ
ど

秋あ
き

植う

ゑ
畑は

た

に
雑ざ

っ

草そ
う

繁し
げ

る 

島
田
眞
之
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
分
を
活
用
し
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得

が
、
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
の

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

【
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た
】（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
65
歳
以
上
で
あ
る

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

課
税
と
な
っ
て
い
る

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で

あ
る

【
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
か
た
】（
次
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

以
下
で
あ
る

※
金
額
は
お
お
よ
そ
。

■
請
求
手
続
き

　

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

＜実施された行事＞
〔7月〕
	 26日	 上越魚沼地域振興快速道路建設
	 	 促進期成同盟会定期総会（議長）
	 28日	 広島市平和記念式派遣団
	 	 壮行会（議長）
〔8月〕
	 2日	 昨年度主要事業現地監査
	 	（監査委員）
	 3日	 狭山市議会議員との意見交換会
	 4日	 新潟県町村議会議長会第２回
	 	 臨時総会（議長）
	 4日	 新潟県町村議会議員研修会

	 7日	 全員協議会
	 8日	 新潟県町村監査委員会定期総会・
	 	 町村監査研修会（監査委員）

＜今後予定されている行事＞
〔8月〕
	 23日	 第３回定例会一般質問通告期限
	 29日	 病院運営審議会
〔9月〕
	 1日	 議会運営委員会
	 1日	 全員協議会
	 7日	 第３回定例会開会日

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
に

は
、
簡
易
な
請
求
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
日

本
年
金
機
構
よ
り
９
月
頃
か
ら
順
次

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
封
の
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
（
は
が

き
型
）に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
か
た

は
、
年
金
請
求
手
続
き
と
あ
わ
せ
て

六
日
町
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
請
求
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
、
世
帯
構
成
等
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
な
ど
は
受
給
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務

所
ま
た
は
役
場
税
務
町
民
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か

ら
の
給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

お
早
め
に
請
求
書
（
は
が
き
）
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
‐
４
０
９
２

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課　

町
民
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

 7500日 中村チエ子（堂平）
 4500日 和久井かつ子（大割野）
 3800日 大倉敏雄（小下里）
 3300日 大倉マツ（小下里）
 2400日 城澤作義（小下里）
 1700日 清水政利（大割野）
 800日 桑原喜枝（秋成）

主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、水中運動、健骨体操、
ゲートボール他

　

サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
（
本
社
：
埼
玉
県
さ

い
た
ま
市
）
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
（
地
方
創
生
応
援
税
制
）
を
活
用
し
て
50
万

円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
に
向
け
て
森
林
整
備
事
業
に
充
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

　
　

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

年
金
生
活
者
支
援

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
に
つ
い
て

給
付
金
制
度
に
つ
い
て
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７
月
に
計
画
し
、悪
天
候
で
中
止
と
な
っ

た
平
標
山
登
山
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
。景
色
を

眺
め
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

９
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
前
５
時
45
分 

役
場
集
合

■
対
象　

18
歳
以
上
の
男
女

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
，２
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　
　
　

３
，３
０
０
円

■
定
員

　

20
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

■
お
申
し
込
み

　

９
月
11
日
㈪
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局

■
そ
の
他

　

天
候
の
状
況
等
に
よ
っ
て
中
止

ま
た
は
場
所
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
（
町
総
合
セ

ン
タ
ー
内　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）

　

Ｔ
ａ
ｐ
登
山
参
加
者
募
集

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

短
期
水
泳
教
室（
10
回
コ
ー
ス
）募
集

GoGo Tap スイミングスクール！

■
日
程　

９
月
２
日
㈯
～
11
月
18
日
㈯　
　
　
　
　

　
　
　
　

毎
週
土
曜
日

※
都
合
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間

　

幼
児　

午
前
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　

児
童　

午
前
11
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南 

プ
ー
ル

■
対
象　

年
中
～
小
学
6
年
生

■
料
金　

１
２
，０
０
０
円

　
　
　
　
（
会
員
割
引
１
０
，８
０
０
円
）

■
定
員　

若
干
名

※
ク
ラ
ス
に
よ
り
空
き
状
況
が
異
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

　

8
月
22
日
㈫　

午
後
1
時
よ
り

　

電
話
に
て
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。ご
希

望
の
か
た
は
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南

　

℡
７
６
５
‐
３
７
１
１

商
品
名

　

ジ
オ
＋
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ャ
ツ

（
販
売
店
：
志
賀
ス
ポ
ー
ツ
）

商
品
名

　

お
ひ
さ
ま
ケ
チ
ャ
ッ
プ

（
販
売
店
：
お
ひ
さ
ま
）

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
昔
か
ら
人
が

住
み
続
け
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
豪
雪
地
に

人
々
が
住
み
続
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
大
地

と
共
存
し
て
生
活
を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

山
々
に
降
り
積
も
る
雪
は
や
が
て
水
と
な

り
、 

人
々
に
豊
か
な

暮
ら
し
を
も
た
ら

し
、
人
々
は
自
然

の
恩
恵
を
受
け
な

が
ら
、
雪
と
共
に

過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
現
代
の
我
々

も
こ
の
大
自
然
と

と
も
に
豊
か
な
暮

ら
し
を
考
え
、
持

続
可
能
な
素
材
を

使
用
し
た 

Ｔ
シ
ャ

　

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
協
議
会 

商

品
開
発
部
会
で
は
、
苗
場
山
麓
の
地
質
・

自
然
・
文
化
を
語
る
地
域
産
品
「
大
地
の

た
か
ら
も
の
」
の
開
発
推
進
の
た
め
、
特

産
商
品
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
新
た
に
10
品
目
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
、
半
年
間
積
雪

で
農
作
物
が
作
れ
な
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ

作
物
が
美
味
し
く
な
る
秘
密
が
あ
り
ま
す
。

積
雪
の
下
で
微
生
物
が
土
づ
く
り
を
し
て

く
れ
美
味
し
い
土
壌
が
春
に
で
き
あ
が
り

ま
す
。
そ
ん
な
美
味
し
い
土
壌
で
栽
培
し

た
期
間
限
定
の
手
摘
み
ト
マ
ト
を
使
用
し
、

塩
や
砂
糖
と
い
っ
た
調
味
料
は
最
低
限
の

範
囲
に
抑
え
て
い
る
の
で
、
栄
村
の
ト
マ

ト
の
味
を
思
う
存
分
味
わ
え
る
、
大
地
を

感
じ
ら
れ
る

ち
ょ
っ
と
贅

沢
な
ト
マ
ト

ケ
チ
ャ
ッ
プ

で
す
。

　

商
品
は
、
各
販
売
店
に
て
販
売
し
て
い

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
地
域
づ
く
り
課

　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
４

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
（
な
じ
ょ
も
ん
）

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

大
地
大
地
のの
た
か
ら
も
の

た
か
ら
も
の

～
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
品
紹
介
～

～
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
特
産
品
紹
介
～

ツ
を
作
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
ジ
オ

パ
ー
ク
の
象
徴
で
も
あ
る
苗
場
山
や
カ
モ
シ

カ
を
使
い
雪
の
ふ
る
里
を
伝
え
る
商
品
に
仕

上
げ
て
あ
り
ま
す
。
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〇秋季企画展
　「秋山記行から展望する考古と民俗の交差」
　会　期：9月2日㈯～11月5日㈰
　入館料：一般300円、中学生以下無料
　縄文時代の暮らしを考える上で、民俗学の知見は重要です。自然

と共生した暮らしを秋山記行を読み解きながらご覧いただきます。

〇「投槍器をつくろう」体験
　日　時：9月3日㈰　午前10時～11時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　槍を遠くまで飛ばす道具を作って、より遠くまで飛ばしてみよう。

〇「アンギン編み 初級編」体験
　日時：9月10日㈰・24日㈰　午前10時～12時
　体験料：1,000円　※友の会会員は半額
　対　象：小学3年生～大人
　津南町の無形文化財である「アンギン編み」でコースターを作ります。

〇「ヤブツルアズキを採ってみよう」体験
　日　時：9月30日㈯　午後1時30分～２時30分
　体験料：無料　　対　象：小学1年生～大人
　アズキの原種の一つであるヤブツルアズキを採ってみましょう。

〇「雑穀の収穫と脱穀」体験
　日　時：9月下旬～10月上旬の平日
　体験料：無料　　対　象：小学1年生～大人
　なじょもんの畑で育てたキビ・アワ・エゴマなどの雑穀を収穫し、乾燥したら昔なが

らの農機具を使って脱穀します。※日時は事前にお問い合わせください。

熊猟の民具

投槍器をつくろう

アンギン編み

ヤブツルアズキ

雑穀の脱穀

９月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈯ 10:30～11:30 カラムシのストラップ 500 中学年以上

3日㈰ 10:00～11:00 投槍器をつくろう 1,000 中学年以上

9日㈯ 10:30～11:30 ひょうたん細工 300 低学年以上

10日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

16日㈯ 13:30～15:30 ひょうたんのランプシェード　※スイッチライトは別途950円 1,000 中学年以上

17日㈰
9:30～11:00 勾玉づくり 500 低学年以上

13:00～14:30 勾玉づくり 500 低学年以上

18日（月・祝） 10:00～12:00 布ぞうりづくり 800 高学年以上

23日（土・祝） 13:30～15:30 ひょうたんのマラカス　※2個作る場合は1,000円 500 10才以上

24日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

30日㈯ 13:30～14:30 ヤブツルアズキを採ってみよう 無料 低学年以上
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わ
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史

表
紙
の
写
真　

７
月
22
日
に
第
44
回
津
南
ま
つ
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を
開
催
し
ま
し

た
。津
南
ま
つ
り
と
い
え
ば
国
道
１
１
７
号
で
の
民
踊
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し
で
す
が
、

国
道
１
１
７
号
で
行
う
民
踊
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は
今
年
が
最
後
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、大
勢
の
か
た
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■人口8,758（＋３）　男4,245（±０）　女4,513（＋３）

■世帯数3,447（＋２）　■転入／ 19　■転出／７　■出生／０　■死亡／９　■婚姻／１８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

山岸　盛光さん	 （75歳・下加用）

涌井　幸一さん	 （90歳・中子）

樋口　貞正さん	 （96歳・辰ノ口）

村山トシイさん	 （89歳・芦ヶ崎）

岡村　義男さん	 （95歳・秋成）

大倉　藤雄さん	 （84歳・小下里）

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

　８月７日、まるで地球が沸騰するかのような今年の夏です。連日、
防災広報無線や防災メールで、熱中症への厳重な警戒を呼びかけてい
ます。また、地域によってはため池の貯水率が落ちており、水不足へ
の対応を進めています。
　さて、児童生徒の皆さまはそろそろ進路を考える頃でしょうか。こ
れから自分が進む道を考える時、インターネットからの情報だけでな
く、勇気を出して外の世界を見聞きし、体験する機会も持てると良い
ですね。
　先日、町内の非鉄金属製品を造る工場を見学させていただきました。
非鉄金属製造業は、産業規模で見ますと農業、建設業と並ぶ、町の３
大基幹産業です。多くの雇用を生んでおり、将来性もある有望な産業
の一つと考えています。町では、今年も十日町市などと共同で「まち
の産業発見塾」を９月 25・26 日に開催します。新たな担い手の育成
のため、企業の皆さまからは、企業がもつ専門性（スペシャリティ）を
若い世代に熱く、プレゼンしていただきたいと思います。持っている
技術、うちの会社といえばこの商品、社会にどう役に立っているかな
ど専門性のある企業だからこそ、言えることがあると私は見学するな
かで感じました。
　昨今、自治体としては、従来の国語・数学・理科・社会・英語など
教科にとどまらない教育が必要になってきており、教育の充実は必須
です。早くから苗場山麓ジオパークを題
材に、郷土教育に力を入れてきています
が、さらに次の段階として、地域企業と
教育が混じり合って「未来への貢献」が
できていくと、まちも各産業も、連動し
て発展していく姿が見えてきます。

■登録方法
　QRコードを読み込むか
下記のメールアドレスへ
空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定
　受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

［登録用メールアドレス］
reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報
などをメールにて配信!

津南町防災メール
に登録しよう！

QRコード

●防災メールの例
実際に送付したものです。

工場見学の様子

瀧沢　雅仁さん（外丸）
市川　洋美さん（静岡県掛川市）｝

戸 籍 の 窓


